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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第55期
第２四半期
連結累計期間

第56期
第２四半期
連結累計期間

第55期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 48,962,930 61,484,835 98,947,440

経常利益（千円） 5,044,208 6,177,721 8,279,824

四半期（当期）純利益（千円） 3,169,623 3,287,082 5,179,007

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
3,356,139 7,239,583 10,510,193

純資産額（千円） 51,606,156 64,979,129 58,343,982

総資産額（千円） 96,817,317 110,972,201 100,435,510

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
112.24 116.11 183.26

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 53.3 58.6 58.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
5,520,630 6,649,068 9,668,807

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△11,526,981 △4,180,754 △14,792,919

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
9,414,670 △1,776,986 8,287,234

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
10,199,192 11,809,953 10,604,063

　

回次
第55期
第２四半期
連結会計期間

第56期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
51.93 41.50

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、前第３四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く環境は、わが国では政府による経済・金融政策などを

背景に、景気は一部で回復の兆しが見られたものの、欧米諸国の財政問題、新興国経済の減速など、世界経済の情勢

は依然として先行き不透明な状況で推移しております。

　このような環境の中で、当社グループでは「お客様のパッケージへのニーズを理解し、差別化した商品・サービス

を提供し、お客様に一番に指名され続けるパートナーとなる」の基本方針のもと、お客様にとって価値ある商品・

サービスを提供してまいりました。

　また、今年度より新たに、2017年度の連結売上高1,500億円、営業利益率9.0％を経営指標とする中期経営計画をス

タートさせ、事業の継続的な成長を通じて企業価値の向上に努めております。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高614億84百万円（前年同期比25.6％増）、営業利

益58億23百万円（前年同期比20.7％増）、経常利益61億77百万円（前年同期比22.5％増）、ＰＡＧＯを中心とした組

織再編費用を特別損失として計上した結果、四半期純利益は32億87百万円（前年同期比3.7％増）となりました。

　なお、平成24年７月に「Pago Holding AG」をグループ化したことに伴い、前第３四半期連結会計期間より同社グ

ループの損益について連結の範囲に含めており、「ＰＡＧＯ」を報告セグメントとして追加しております。

　セグメントの業績は以下のとおりであります。

　

（日本）

　シュリンクラベルは飲料向けが短小化や薄肉化により減少しましたが、乳業・トイレタリー・医薬向けが好調で

売上高は219億53百万円（前年同期比1.8％増）、タックラベルは日用品向けが好調でしたがキャンペーンラベル、

電池向けラベルなどが減少し売上高50億39百万円（前年同期比3.6％減）、ソフトパウチは日用品向けが拡大し売

上高29億49百万円（前年同期比19.8％増）、機械は売上高24億30百万円（前年同期比1.9％減）、その他は売上高

44億61百万円（前年同期比7.7％増）となりました。

　その結果、日本全体の売上高は368億34百万円（前年同期比2.7％増）、また損益面では売上高の増加、購買施

策、生産性の向上などが貢献し営業利益は44億96百万円（前年同期比23.7％増）となりました。

　

（北中米）

　シュリンクラベルは乳製品、トイレタリー、ベビーフード向けラベルが寄与し売上高86億44百万円（前年同期比

33.5％増、現地通貨ベース11.3％増）、その他ラベルはインモールドラベルの減少により売上高８億73百万円（前

年同期比12.9％増、現地通貨ベース5.9％減）、機械は大型案件の受注が少なかったことなどにより売上高７億10

百万円（前年同期比10.4％減、現地通貨ベース25.3％減）となりました。

　その結果、北中米全体の売上高は102億28百万円（前年同期比27.2％増、現地通貨ベース6.0％増）、また損益面

ではシュリンクラベルの売上増加が貢献し営業利益10億40百万円（前年同期比31.2％増、現地通貨ベース9.3％

増）となりました。

　

（欧州）

　シュリンクラベルは日用品向けが拡大したものの、一部の案件の遅れなどが引き続き影響し売上高55億45百万円

（前年同期比20.2％増、現地通貨ベース0.9％減）、機械は北中米向けが減少したことなどにより売上高11億86百

万円（前年同期比13.2％増、現地通貨ベース6.8％減）となりました。

　その結果、欧州全体の売上高は68億11百万円（前年同期比19.2％増、現地通貨ベース1.7％減）となりました。

損益面では売上減少と先行投資の影響などにより営業利益３億18百万円（前年同期比37.3％減、現地通貨ベース

48.3％減）となりました。
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（ＰＡＧＯ）

　売上高は79億96百万円、損益面では組織再編を進めたことや、のれん償却費が減少したこと（買収による受け入

れ資産の時価を確定したことによる）などにより営業利益53百万円となりました。

　

（アセアン）

　インドネシア、ベトナムでの販売が増加しシュリンクラベル他の売上高は８億92百万円（前年同期比65.0％

増）、機械は売上高72百万円（前年同期比58.1％減）となりました。

　その結果、アセアン全体の売上高は９億65百万円（前年同期比35.0％増）、損益面では市場拡大のための人員配

置を行い89百万円の営業損失となりました。

　

（２）資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は1,109億72百万円となり、前連結会計年度末と比べ105億36百万円

の増加となりました。

　その主な要因は、受取手形及び売掛金（電子記録債権を含む）が季節的な要因による売上高の増加で34億43百万

円、たな卸資産が19億34百万円、有形固定資産が設備投資などにより33億40百万円増加したことなどによるもので

あります。

　負債合計は459億93百万円で、前連結会計年度末と比べ39億１百万円の増加となりました。これは、支払手形及

び買掛金（電子記録債務を含む）が37億80百万円増加したことなどによるものであります。

　純資産合計は、利益剰余金が26億36百万円増加したことや、為替変動による為替換算調整勘定が39億39百万円変

動したことなどにより、前連結会計年度末に比べ66億35百万円増加し649億79百万円となりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、66億49百万円の収入（前年同期は55億20百

万円の収入）となりました。主な収入は、税金等調整前四半期純利益54億３百万円、減価償却費28億33百万円及び

仕入債務の増加額35億９百万円などによるものであります。主な支出は、売上債権の増加額26億31百万円、たな卸

資産の増加額12億12百万円及び法人税等の支払額又は還付額15億円などによるものであります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、41億80百万円の支出（前年同期は115億26百万円の支出）となりまし

た。これは、設備投資に伴う有形固定資産の取得による支出41億41百万円などによるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、17億76百万円の支出（前年同期は94億14百万円の収入）となりました。

これは、借入金の減少額11億35百万円及び配当金の支払額６億55百万円などによるものであります。

　これらの結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ12億５百

万円増加の118億９百万円となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、899,762千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(１)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 30,080,978 30,080,978
 東京証券取引所

 市場第一部
単元株式数100株

計 30,080,978 30,080,978 － －

(２)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(３)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(４)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(５)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成25年７月１日

～平成25年９月30日
－ 30,080,978 － 5,990,186 － 6,827,233
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(６)【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

株式会社創包 大阪府豊中市 3,120 10.4

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２－11－３ 1,533 5.1

財団法人フジシールパッケージ
ング教育振興財団

大阪市淀川区宮原４－１－９ 1,500 5.0

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 1,046 3.5

岡﨑　成子 大阪府豊中市 901 3.0

野村信託銀行株式会社（信託口） 東京都千代田区大手町２－２－２ 900 3.0

藤尾　正明 大阪府豊中市 900 3.0

藤尾　弘子 大阪府豊中市 892 3.0

ノーザントラスト　カンパニー
（エイブイエフシー）サブアカ
ウント　ブリティッシュクライ
アント
（常任代理人 香港上海銀行東京
支店）　

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14 5NT,

UK
（東京都中央区日本橋３－11－１）　

881 2.9

RBC IST LONDON-CLIENTS
ACCOUNT
（常任代理人 シティバンク銀行
株式会社）　

7TH FLOOR, 155WELLINGTON STREET WEST TORONTO,

ONTARIO, CANADA, M5V 3L3

（東京都品川区東品川２－３－14）　

653 2.2

計 － 12,329 41.0

（注）１．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）　　　　　   　1,408千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）　　　　　　 959千株

なお、それらの内訳は、投資信託設定分1,321千株、年金信託設定分815千株、その他信託分231千株となって

おります。

２．上記のほか、自己株式を1,593千株（5.3％）保有しております。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員

持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与ＥＳＯＰ信託口）が保有する当社株式163千株は、当該自己株式に含めてお

りません。

３．株式会社創包は岡﨑成子が代表者であり、議決権行使については実質的に一体とみなされることから、当社の

主要株主である筆頭株主は岡﨑成子であります。　
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(７)【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 1,593,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　28,414,700 284,147  －

単元未満株式 普通株式　　  72,378 －
一単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数
普通株式 30,080,978

　　
－ －

総株主の議決権 － 284,147 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　　　２．三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式

163,400株（議決権の数1,634個）につきましては、「完全議決権株式（その他）」に含めて表示しておりま

す。

　

②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社フジシール

インターナショナル

大阪市淀川区宮原

４丁目１番９号
1,593,900     － 1,593,900 5.3

計 － 1,593,900     － 1,593,900 5.3

（注）三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式

163,400株は、上記自己株式に含めておりません。　

　

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当第２四半期連結累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,734,173 11,809,953

受取手形及び売掛金 25,878,312 28,453,678

電子記録債権 1,128,603 1,996,695

商品及び製品 5,046,683 5,471,841

仕掛品 2,085,363 3,411,746

原材料及び貯蔵品 4,027,971 4,210,764

繰延税金資産 819,289 972,861

その他 2,156,102 1,971,843

貸倒引当金 △224,453 △335,855

流動資産合計 51,652,046 57,963,528

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 13,636,648 14,055,803

機械装置及び運搬具（純額） 17,669,927 18,367,459

土地 5,421,298 5,886,974

リース資産（純額） 236,671 237,401

建設仮勘定 3,171,310 4,890,803

その他（純額） 889,528 927,477

有形固定資産合計 41,025,386 44,365,920

無形固定資産

のれん 541,725 107,826

その他 950,263 1,130,820

無形固定資産合計 1,491,988 1,238,647

投資その他の資産

投資有価証券 4,724,359 5,657,784

繰延税金資産 640,487 603,373

その他 1,131,004 1,246,827

貸倒引当金 △229,761 △103,881

投資その他の資産合計 6,266,090 7,404,104

固定資産合計 48,783,464 53,008,673

資産合計 100,435,510 110,972,201
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,708,987 14,137,791

電子記録債務 4,287,403 5,639,412

短期借入金 1,381,206 1,231,914

1年内返済予定の長期借入金 2,080,000 1,280,000

リース債務 57,464 60,074

未払金 2,988,833 2,758,787

未払法人税等 1,698,377 1,801,163

賞与引当金 982,388 1,138,667

資産除去債務 40,700 40,700

その他 3,074,360 3,685,392

流動負債合計 28,299,721 31,773,903

固定負債

社債 5,000,000 5,000,000

長期借入金 4,429,955 4,189,955

リース債務 144,210 137,938

繰延税金負債 1,896,849 2,303,719

退職給付引当金 1,930,289 2,238,280

資産除去債務 50,267 50,608

その他 340,233 298,667

固定負債合計 13,791,806 14,219,169

負債合計 42,091,527 45,993,072

純資産の部

株主資本

資本金 5,990,186 5,990,186

資本剰余金 6,233,090 6,233,090

利益剰余金 53,357,190 55,993,908

自己株式 △3,464,957 △3,419,030

株主資本合計 62,115,509 64,798,154

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 345,445 466,952

繰延ヘッジ損益 △2,122 4,509

為替換算調整勘定 △3,317,659 621,745

年金債務調整額
※1 △797,190 ※1 △912,233

その他の包括利益累計額合計 △3,771,527 180,974

純資産合計 58,343,982 64,979,129

負債純資産合計 100,435,510 110,972,201
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 48,962,930 61,484,835

売上原価 38,444,673 47,722,425

売上総利益 10,518,256 13,762,409

販売費及び一般管理費
※1 5,694,538 ※1 7,938,989

営業利益 4,823,718 5,823,419

営業外収益

受取利息 36,574 37,840

受取配当金 20,358 20,624

為替差益 － 48,369

持分法による投資利益 208,130 222,802

その他 50,063 65,929

営業外収益合計 315,127 395,565

営業外費用

支払利息 28,733 32,071

為替差損 49,298 －

その他 16,605 9,191

営業外費用合計 94,637 41,262

経常利益 5,044,208 6,177,721

特別利益

固定資産売却益 2,640 12,850

投資有価証券売却益 － 711

特別利益合計 2,640 13,562

特別損失

固定資産除売却損 109,523 79,799

組織再編費用 －
※2 708,175

その他 46,669 －

特別損失合計 156,192 787,974

税金等調整前四半期純利益 4,890,656 5,403,309

法人税、住民税及び事業税 1,557,961 2,094,060

法人税等調整額 163,071 22,166

法人税等合計 1,721,033 2,116,226

少数株主損益調整前四半期純利益 3,169,623 3,287,082

四半期純利益 3,169,623 3,287,082
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,169,623 3,287,082

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 75,041 121,507

繰延ヘッジ損益 － 6,632

為替換算調整勘定 229,215 4,014,273

持分法適用会社に対する持分相当額 △100,928 △74,868

年金債務調整額 △16,812 △115,042

その他の包括利益合計 186,515 3,952,501

四半期包括利益 3,356,139 7,239,583

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,356,139 7,239,583

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,890,656 5,403,309

減価償却費 2,071,813 2,833,649

組織再編費用 － 708,175

のれん償却額 14,800 13,232

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20,833 △56,259

賞与引当金の増減額（△は減少） 30,830 134,503

退職給付引当金の増減額（△は減少） 90,422 △14,262

持分法による投資損益（△は益） △208,130 △222,802

固定資産除売却損益（△は益） 106,882 66,948

受取利息及び受取配当金 △56,933 △58,464

支払利息 28,733 32,071

為替差損益（△は益） 1,760 △3,852

売上債権の増減額（△は増加） △3,150,205 △2,631,413

たな卸資産の増減額（△は増加） 586,664 △1,212,321

仕入債務の増減額（△は減少） 2,685,832 3,509,257

未払金の増減額（△は減少） △93,125 △161,099

その他 △95,909 △248,736

小計 6,883,258 8,091,935

利息及び配当金の受取額 56,863 91,214

利息の支払額 △29,681 △33,829

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △1,389,810 △1,500,251

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,520,630 6,649,068

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,790,771 △4,141,950

有形固定資産の売却による収入 39,267 107,487

無形固定資産の取得による支出 △202,454 △272,030

投資有価証券の取得による支出 △12,584 △115,274

投資有価証券の売却による収入 － 35,729

貸付けによる支出 △5,400 △1,148

貸付金の回収による収入 4,288 241,623

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△8,512,797 －

その他 △46,529 △35,190

投資活動によるキャッシュ・フロー △11,526,981 △4,180,754

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 10,096,765 △95,414

長期借入れによる収入 － 400,000

長期借入金の返済による支出 △219,770 △1,440,000

自己株式の取得による支出 － △647

自己株式の売却による収入 83,834 46,574

配当金の支払額 △512,774 △655,207

その他 △33,385 △32,291

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,414,670 △1,776,986

現金及び現金同等物に係る換算差額 40,185 514,562

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,448,504 1,205,889

現金及び現金同等物の期首残高 6,750,687 10,604,063

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 10,199,192 ※1 11,809,953
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項はありません。

　

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません　

　

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

　

（会計上の見積りの変更）

　該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　（連結納税制度の適用）

　第１四半期連結会計期間より、当社及び国内子会社は、当社を連結納税親会社として、連結納税制度を適用し

ております。

　

　（従業員持株ＥＳＯＰ信託）

　　当社は、平成22年５月12日開催の取締役会において、当社グループの中長期的な企業価値向上、社員の経営参

画意識をより一層高め、中期目標の達成に向け努力していくための新たな施策として、及び福利厚生制度の拡充

の一環として、従業員持株会の仕組みを応用した信託型の「従業員持株ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、

平成22年６月８日付で自己株式315,600株を、「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）」

（以下「従業員持株信託口」）に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

　　当該自己株式の処分に関する会計処理については、経済的実態を重視する観点から、当社と従業員持株信託口

は一体であるとする会計処理をしており、従業員持株信託口が所有する当社株式や従業員持株信託口の資産及び

負債並びに費用及び収益については、四半期連結財務諸表に含めて計上しております。このため、自己株式数に

ついては、従業員持株信託口が所有する当社株式を自己株式数に含めて記載しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末において、従業員持株ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）数

は63,400株であります。

　

　（株式付与ＥＳＯＰ信託）

　　当社は、平成24年２月７日開催の取締役会において、当社及び当社グループ従業員に対して当社の業績や株価

への意識を高めるなど経営参画意識の向上を促すとともに、中長期的な企業価値を高めることを目的とした従業

員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成24年３月２日付で自己株式

100,000株について、「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）」（以下「株式付与信託

口」）に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

　　当該自己株式の処分に関する会計処理については、経済的実態を重視する観点から、当社と株式付与信託口は

一体であるとする会計処理をしており、株式付与信託口が所有する当社株式や株式付与信託口の資産及び負債並

びに費用及び収益については、四半期連結財務諸表に含めて計上しております。このため、自己株式数について

は、株式付与信託口が所有する当社株式を自己株式数に含めて記載しております。

　　なお、当第２四半期連結会計期間末において、株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）数は

100,000株であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　年金債務調整額は、在外連結子会社において年金債務を追加計上したことに伴う純資産の調整額でありま

す。

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

給与手当 1,886,997千円 3,121,377千円

賞与引当金繰入額 352,816 489,600

退職給付費用 48,249 71,718

貸倒引当金繰入額 751 △42,396

 

※２　組織再編費用の主な内容は、ＰＡＧＯセグメントで処分予定の資産に対する減損損失575,004千円（建物

322,136千円、機械252,867千円）及び、その他関連費用133,171千円であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 10,955,436千円 11,809,953千円

当座借越 △756,244 －

現金及び現金同等物 10,199,192 11,809,953

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月22日

取締役会
普通株式 512,774 18  平成24年３月31日  平成24年６月６日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当の基準日である平成24年３月31日現在で従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付

与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）に対する配当金を含んでおります。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年11月７日

取締役会
普通株式 484,287 17  平成24年９月30日  平成24年12月３日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当の基準日である平成24年９月30日現在で従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付

与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）に対する配当金を含んでおります。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月21日

取締役会
普通株式 655,207 23  平成25年３月31日  平成25年６月５日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当の基準日である平成25年３月31日現在で従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付

与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）に対する配当金を含んでおります。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年11月７日

取締役会
普通株式 512,776 18  平成25年９月30日  平成25年12月２日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、この配当の基準日である平成25年９月30日現在で従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付

与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式（自己株式）に対する配当金を含んでおります。

　

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

日本 北中米 欧州 アセアン 合計

売上高    　    

外部顧客への売上高 35,019,763 8,040,756 5,322,824 579,585 48,962,930 － 48,962,930

セグメント間の内部売

上高又は振替高
849,285 △592 392,281 135,141 1,376,115 △1,376,115 －

計 35,869,048 8,040,163 5,715,106 714,726 50,339,045 △1,376,115 48,962,930

セグメント利益又は損失

（△）
3,635,380 792,728 507,595 △110,826 4,824,878 △1,160 4,823,718

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△1,160千円は、主に未実現損益消去などのセグメント間取引消去で

あります。

２．報告セグメントのセグメント利益又は損失の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益

と一致しております。

３．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　北中米：アメリカ、メキシコ

欧州：イギリス、オランダ、フランス、スペイン、ポーランド

アセアン：インドネシア、ベトナム

　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当第２四半期連結会計期間において、「Pago Holding AG」を子会社化し連結の範囲に含めておりま

す。これにより前連結会計年度の末日に比べ、当第２四半期連結会計期間末の連結資産の金額は、

13,213,036千円増加しております。なお、当該資産の増加は報告セグメントに配分しておりません。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）　
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当第２四半期連結会計期間において「Pago Holding AG」を子会社化したため、のれんの金額が601,916

千円増加しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
財務諸表計
上額(注２)日本 北中米

欧州
（注３）　

ＰＡＧＯ
（注３）　

アセアン 合計

売上高    　     

外部顧客への
売上高

36,337,577 10,217,603 6,238,511 7,989,399 701,744 61,484,835 － 61,484,835

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

496,944 11,075 573,020 7,312 263,384 1,351,736
△

1,351,736
－

計 36,834,521 10,228,678 6,811,531 7,996,712 965,128 62,836,572
△

1,351,736
61,484,835

セグメント利益
又は損失（△）

4,496,943 1,040,152 318,284 53,398 △89,621 5,819,156 4,262 5,823,419

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額4,262千円は、主に未実現損益消去などのセグメント間取引消去であ

ります。

２．各報告セグメントのセグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致

しております。　

３．前第２四半期連結会計期間において、海外での事業展開のスピードアップ及びタックラベルの事業拡大

の目的で「Pago Holding AG」を子会社化しました。これにより前第３四半期連結会計期間より同社グ

ループの損益について連結範囲に含めており、「ＰＡＧＯ」を報告セグメントとして追加しておりま

す。

　　同社グループでは、下記地域において事業展開を行っており、同社グループの欧州における事業地域を

「ＰＡＧＯ」としております。なお、「欧州」セグメントとしている国又は地域に変更はありません。

４．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

　　北中米：アメリカ、メキシコ

　　欧州：イギリス、オランダ、フランス、スペイン、ポーランド

　　ＰＡＧＯ：スイス、ドイツ、イタリア

　　アセアン：インドネシア、ベトナム

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　「ＰＡＧＯ」セグメントにおいて、組織再編に伴う処分予定の資産に対する減損損失575,004千円（建

物322,136千円、機械252,867千円）を計上しております。

　

（のれんの金額の重要な変動）

　　「ＰＡＧＯ」セグメントにおいて、「Pago Holding AG」の全発行済み株式を取得したことに伴い、前

連結会計年度に暫定的に算定していたのれん601,916千円を計上しておりましたが、当第２四半期連結会

計期間にて取得原価の配分が完了したことにより、投資有価証券に465,993千円、繰延税金負債に34,949

千円振り替えた結果、のれんが431,044千円減少しております。
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（金融商品関係）

　企業集団の事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

認められないため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっておりますが、前連結

会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（デリバティブ取引関係）

対象物の種類が通貨及び金利であるデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なものではな

く、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。

　

（企業結合等関係）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 112円24銭 116円11銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 3,169,623 3,287,082

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 3,169,623 3,287,082

普通株式の期中平均株式数（株） 28,238,889 28,310,115

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２．「１株当たり四半期純利益金額」の算定上の基礎となる自己株式数には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式

付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式を含めております。これは当社と信託口が一体であるとする会計処理

に基づき、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有す

る当社株式を含めて自己株式として処理しているためであります。

　　　　　なお、当該自己株式として処理している株式数は、以下のとおりであります。　

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

従業員持株ＥＳＯＰ信託口 123,900株 63,400株

株式付与ＥＳＯＰ信託口  100,000株  100,000株

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

　平成25年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・512,776千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・18円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成25年12月２日

（注）１．平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録した株主に対し、支払いを行います。

　　　　 ２．上記の配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託口及び株式付与ＥＳＯＰ信託口が所有する当社株式

（自己株式）に対する配当金を含んでおります。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年11月８日

株式会社フジシールインターナショナル

取 締 役 会　 御 中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　紳太郎　  印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 生越　栄美子 　 印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ

シールインターナショナルの平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成２５年７月１日から平成２５年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成２

５年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジシールインターナショナル及び連結子会社の平成２５年

９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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